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300
年
の
時
を
超
え
て
よ
み

が
え
っ

た
華
麗
な
時
代
絵
巻
、

第
３
回「

川
口
宿
・
鳩
ヶ

谷

宿
日
光
御
成
道
ま
つ
り」

が

11
月
11
日
、
徳
川
将
軍
家
の

日
光
東
照
宮
へ
の
社
参
を
再

第３回川口宿 鳩ヶ谷宿 日光御成道まつり

１５００人の大行列　１４万９千人の人出で賑う

社参奉行役の奥ノ木信夫市長　馬に乗る。

現
し
装
い
も
新
た
に
、
地
域

の
一
体
感
の
醸
成
、
郷
土
愛

の
育
成
、
地
域
経
済
の
活
性

化
を
図
り
開
催
さ
れ
た
。

出
演
者
は
、
一
般
公
募
150

人
で
６
歳
児
か
ら
80
歳
が
参

加
、
そ
の
他
協
力
団
体
・
企

業
、
町
会
・
小
学
生
・
高
校

生
が
出
演
し
た
。

特
別
ゲ
ス
ト
に
は
、
徳
川

宗
家
18
代
徳
川
恒
孝
当
主
の

長
男
家
広
さ
ん
、
徳
川
将
軍

役
の
俳
優
原
田
龍
二
さ
ん
、
振

付
師
で
広
報
大
使
の
真
島
茂

樹
さ
ん
、
３
人
の
御
成
姫
。

来
賓
に
は
、
新
藤
義
孝
前
総

務
大
臣
衆
議
院
議
員
等
が
祝

福
し
た
。

総
勢
１
５
０
０
人
か
ら
な

る
大
行
列
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

ソ
ン
グ
に
合
わ
せ
て
踊
り
歩

く「

元
気
川
口
・
御
成
道
サ

ン
バ
行
列」

、
川
口
ゆ
か
り
の

歴
史
上
の
偉
人
を
配
し
た「

川

口
歴
史
行
列」

、
先
乗
り
隊
、

捕
り
物
長
、
徳
川
将
軍
日
光

社
参
を
再
現
し
た「

日
光
社

参
行
列」

、
鼓
笛
隊
パ
レ
ー
ド

と
順
次
進
行
し
た
。

新
郷
か
ら
は
、
板
橋
智
之

県
議
、
幡
野
茂
・
飯
塚
孝
行

市
議
、
古
川
鐵
郎
東
本
郷
台

町
会
長
、
石
塚
直
之
さ
ん
、

赤
井
太
鼓
会
等
が
出
演
し
た
。

来
場
者
は
、
川
口
宿
会
場

で
は
８
万
８
千
人
、
鳩
ヶ

谷

宿
会
場
は
６
万
１
千
人
、
総

勢
14
万
９
千
人（

主
催
者
発

表）

の
人
出
で
沿
道
は
埋
め

尽
く
さ
れ
た
。

当
日
警
備
等
ス
タ
ッ

フ
に

大
勢
の
市
職
員
・
交
通
安
全

協
会
・
成
人
大
学
生
な
ど
行

徳川将軍役の原田龍二さんと社参奉行の奥ノ木信夫市長。

10
月
26
日
か
ら
28
日
、
上

青
木
の
Ｓ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
シ
テ
ィ

で
、

中
核
市
移
行
記
念「

川
口
市

市
産
品
フ
ェ
ア
２
０
１
８」

が

川口市
市産品フェア
２０１８開催

開
催
さ
れ
た
。

新
藤
義
孝
衆
議
院
・
大
野

元
裕
参
議
院
・
県
知
事
代

理
・
経
済
環
境
局
長
代
理
や

全
県
議
・
市
議
な
ど
大
勢
が

列
席
し
た
。

市
内
で
生
産
さ
れ
て
い

る
、
鋳
物
・
機
械
・
植
木
・

建
築
・
加
工
・
医
療
を
は
じ

め
、
伝
統
と
技
術
に
培
わ
れ

た「

川
口
ブ
ラ
ン
ド」

と
い

わ
れ
る
独
自
の
名
産
品
を
一

堂
に
会
し
、“
知
ろ
う
・
使
お

う
・
広
げ
よ
う
”
を
テ
ー
マ

に
、
川
口
市
産
品
の
魅
力
を

発
信
し
、
販
路
拡
大
や
地
産

地
消
で
市
内
経
済
の
活
性
化

を
目
指
し
た
。

今
年
は
３
日
間
共
晴
天
に

恵
ま
れ
、
約
６
万
３
千
人
が

来
場
し
過
去
最
高
と
な
っ

た
。

奥
ノ
木
信
夫
市
長
は「

川

口
サ
ミ
ッ

ト
が
開
催
さ
れ
て

い
る
た
め
、
７
都
市
の
首
脳

陣
も
来
場
下
さ
っ

た
。
川
口

の
元
気
、
経
済
の
元
気
を
つ

く
る
た
め
、
私
が
営
業
部
長

に
な
り
頑
張
り
ま
す」

と
。

開
会
式
後
、
同
会
場
で
第

11
回
中
小
企
業
都
市
サ
ミ
ッ

ト「

川
口
サ
ミ
ッ

ト」

が
開

か
れ
た
。

御成姫 左から阿部朱美玲さん、村田千宏さん、
小姓役の板橋智之県議、佐藤はるなさん。

会場表面入り口で、左から、飯塚孝行市議、杉本かよ市議　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
板橋智之県議、萩原一寿県議。

列
を
超
え
る
陰
の
力
に
支
え

ら
れ
、
晴
天
に
恵
ま
れ
、「

人

あ
ゆ
み
・
街
が
息
づ
く
・
御

成
道」
大
盛
況
を
遂
げ
た
。
　

上
段
写
真
は
、
川
口
宿
テ

ー
プ
カ
ッ

ト
左
か
ら
、
阿
部

朱
美
玲
御
成
姫
、
村
田
千
宏

御
成
姫
、
新
藤
議
員
、
関
口

京
子
議
長
、
原
田
龍
二
さ

ん
、
奥
ノ
木
市
長
、
児
玉
洋

介
川
口
商
工
会
議
所
会
頭
、

真
島
茂
樹
さ
ん
、
佐
藤
は
る

な
御
成
媛
。

下
段
は
鳩
ケ
谷
宿
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
左
か
ら
、
瀧
川
聡

史
副
市
長
、
新
藤
議
員
、
高

田
勝
副
市
長
、
関
裕
通
副
議

長
、
鈴
木
尹
宏
鳩
ケ
谷
商
工

会
会
長
、
田
部
井
惣
次
同
副

会
長
。
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武
南
交
通
安
全
協
会

平
成
30
年
交
通
安
全
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

「

電
話
番
号
が
変
わ
っ
た」

川
口
市
防
犯
協
会

11
月
３
日
と
４
日
、
川
口
市
農
家
組
合
連
絡
協
議
会
主

催
、
共
催
川
口
緑
化
セ
ン
タ
ー
、
川
口
市
や
Ｊ
Ａ
さ
い
た
ま

が
後
援
の「

第
27
回
緑
と
大
地
の
豊
年
ま
つ
り」

が
、
安
行

の
植
物
取
引
セ
ン
タ
ー
及
び
川
口
緑
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
た
。

新
郷
の
農
家
組
合
、
農
協
新
郷
壮
青
年
部
は
搗
き
た
て
の

餅
を
販
売
、
婦
人
部
は
赤
飯
な
ど
を
販
売
し
た
。

写
真
左
か
ら
萩
原
一
寿
県
議
、
板
橋
智
之
県
議
、
奥
ノ
木

信
夫
川
口
市
長
。
宇
田
川
好
秀
市
議
、
飯
塚
孝
行
市
議
。

10
月
21
日
、
本
蓮
町
会（
町
会
長＝

中
山
久
仁
夫
さ
ん）

主
催
に
よ
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ（

会
長＝

鈴
木
歳
男
さ

ん）

大
会
が
蓮
沼
公
園
で
開
催
さ
れ
た
。

写
真
前
列
左
か
ら
飯
塚
孝
行
市
議
、
中
山
さ
ん
、
鈴
木
さ

ん
、
後
列
は
優
勝
、
準
優
勝
、
３
位
の
皆
さ
ん
。

成
績
は
次
の
通
り
。

🔶

男
子
▽
優
勝＝

上
村
俊
雄
▽
準
優
勝＝

鵜
飼
勝
▽
３

位＝

坪
井
利
勝
。🔶

女
子
▽
優
勝＝

谷
屋
紀
子
▽
準
優
勝＝

中
里
鈴
江
▽
３
位＝

林
玲
子
。（

敬
称
略）

本
蓮
町
会
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

鳩
ケ
谷
商
工
会（

会
長＝

鈴
木
尹
宏
さ

ん）

は
、
10
月
７
日
８
日
の
両
日
第
49
回

商
工
ま
つ
り
を
鳩
ケ
谷
庁
舎
で
開
催
し
た
。

沢
山
の
ブ
ー
ス
が
並
び
祭
り
を
盛
り
上

げ
た
。

写
真
左
か
ら
、
宇
田
川
弘
さ
ん
、
堀
正

夫
さ
ん
、
田
部
井
惣
次
さ
ん
、
板
橋
智
之

県
議
、
鈴
木
尹
宏
さ
ん
、
熊
井
初
雄
さ
ん
、

野
口
宏
明
市
議
。

緑
と
大
地
の
豊
年
ま
つ
り

投 稿

鳩
ケ
谷
商
工
ま
つ
り

去
る
９
月
28
日
、
９
月
定

例
会
に
於
い
て
４
回
目
の
一

般
質
問
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。準

備
期
間
が
短
い
中
で
あ

り
ま
し
た
が
、
教
育
、
医
療
、

経
済
、
地
元
問
題
等
、
計
８

項
目
に
つ
い
て
私
な
り
の
視

点
か
ら
県
政
発
展
に
繋
が
る

質
問（

提
言）

を
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
具
体

的
な
内
容
に
つ
い
て
ご
説
明

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

ま
ず
は
、
教
育
に
つ
い
て

で
す
。「

小
中
高
校
生
の
不
読

率（

１
ヶ

月
に
１
冊
も
本
を

読
ま
な
い
割
合）

が
目
標
値

に
至
っ

て
い
な
い
こ
と
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か」
と
の
問
い
に
、
読

書
の
楽
し
さ
を
味
わ
え
る
よ

う
な
取
組
を
企
画
・
立
案
・

実
施
で
き
る
よ
う
書
司
の
資

質
向
上
を
図
る
旨
の
回
答
で

し
た
。

次
に
医
療
に
つ
い
て
で
す
。

「

患
者
本
人
が
ど
の
よ
う
な
最

後
を
望
む
の
か
家
族
や
医
師
、

介
護
提
供
者
と
一
緒
に
話
し

合
っ

て
お
く
ア
ド
バ
ン
ス
・

ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
普

及
と
啓
発
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
考
え
る
の
か」

と
の
問

い
に
、
関
係
団
体
や
機
関
と

協
力
し
て
、
本
人
の
意
思
を

尊
重
し
た
医
療
や
ケ
ア
を
提

供
で
き
る
よ
う
環
境
整
備
に

努
め
る
と
の
回
答
で
し
た
。

次
に
経
済
に
つ
い
て
で
す
。

「

デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
を
地

域
経
済
の
活
性
化
に
活
か
し

て
い
く
こ
と
を
検
討
す
る
べ

き」

と
の
問
い
に
、
今
後

様
々
な
分
野
で
デ
シ
タ
ル
コ

ン
テ
ン
ツ
の
活
用
が
拡
大
す

る
と
考
え
る
の
で
様
々
な
情

報
収
集
の
上
で
、
市
町
村
や

商
工
団
体
と
意
見
交
換
を
し

な
が
ら
活
用
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
く
と
の
回
答
で
し
た
。

更
に
、
地
元
問
題
と
し
て
、

北
東
部
へ
の
警
察
新
設
の
質

問
は
４
回
目
、
東
川
口
駅
へ

の
ホ
ー
ム
ド
ア
の
質
問
は
２

回
目
、
神
根
運
動
場
周
辺

（

50
ｍ
プ
ー
ル）

の
質
問
は
２

回
目
と
以
前
に
も
質
問
し
た

課
題
を
取
上
げ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
、
ど
れ
も
多
額

の
予
算
が
必
要
と
な
る
新
た

な
施
設
の
設
置
要
望
で
す
。

質
問
を
繰
り
返
す
と
全
て
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
少
し
ず

つ
事
態
が
進
展
し
て
い
く
事

を
感
じ
ら
れ
た
の
が
今
回
の

収
穫
で
あ
っ

た
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、
障
害
者
の
件
、
国

際
園
芸
博
覧
会
に
つ
い
て
の

質
問
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
３
年
半
の
総
ま

と
め
と
位
置
づ
け
、
本
番
に

臨
み
ま
し
た
が
、
至
ら
ぬ
点

が
多
々
あ
っ

た
事
を
反
省
し
、

残
さ
れ
た
任
期
に
活
か
し
て

行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

埼
玉
県
議
会
議
員

板
橋
　
智
之

９
月
定
例
会
で
　
　

一
般
質
問

連
合
町
会
研
修
旅
行

10
月
20
日
、
新
郷
東
小
学

校（

校
長＝

佐
藤
明
美
さ
ん）

は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ（

会
長＝

伊
藤
雄

一
さ
ん）

主
催
に
よ
る「

東
っ

子
祭
り」

を
開
催
し
た
。

開
会
式
に
は
、
市
議
や
町

会
長
等
大
勢
が
列
席
し
た
。

体
育
館
で
は
、
ク
ラ
ブ
発

表
・
み
ん
な
の
出
番
と
続
き
、

自
主
出
演
の
24
組
と
、
先
生

の
出
番
が
ス
テ
ー
ジ
を
わ
か

し
た
。
理
科
室
や
家
庭
科
室
、

昇
降
口
等
で
の
模
擬
店
も
賑

わ
っ

た
。
お
楽
し
み
抽
選
会
、

ク
リ
ー
ン
作
戦
で
終
了
し
た
。

写
真
前
列
左
か
ら
、
芝
真

博
さ
ん
、
伊
藤
会
長
、
菅
又
由

香
さ
ん
、
佐
藤
校
長
。
後
列
左

か
ら
飯
塚
孝
行
市
議
、
前
原

博
孝
市
議
、
幡
野
茂
市
議
。
　
　

川
口
緑
化
セ
ン
タ
ー
マ
ス

コ
ッ

ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
ジ

ュ
リ
ア
ン
と
。

東
っ
子
祭
り
　
ジ
ュ
リ
ア
ン
も

新
郷
地
区
連
合
町
会（

町
会
長＝

前
原
博
孝
さ
ん）

は

11
月
13
日
、
日
光
方
面
に
研
修
旅
行
を
行
っ
た
。

日
光
東
照
宮
や
霧
降
の
滝
等
見
学
し
親
睦
を
図
っ
た
。
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ぶ
つ
か
る
よ
　
な
が
ら
運
転

じ
こ
の
も
と

☎

と
い
う
電
話
は
詐
欺

武
南
警
察
署

歯
科
医
の
風

日
本
は
工
業
国
で
、
例
え

ば
自
動
車
を
作
っ

て
外
国
に

売
っ

て
い
ま
す
。
仲
良
く
貿

易
を
す
る
た
め
に
、
売
っ

た

ら
何
か
を
代
わ
り
に
買
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
高
価
な
自

動
車
の
代
わ
り
に
は
沢
山
の

と
う
も
ろ
こ
し
、
大
豆
、
牛

肉
な
ど
が
入
っ
て
来
ま
す
。
そ

の
結
果
、
私
達
の
ま
わ
り
に

は
食
料
が
溢
れ
、
国
産
の
米

す
ら
も
余
っ

て
し
ま
う
状
態

で
す
。

し
か
し
、
ど
ん
な
に
目
の

前
に
食
べ
物
が
あ
っ
て
も
、
歯

が
抜
け
て
い
た
り
、
飲
み
込

む
力
が
な
か
っ

た
り
す
る
と
、

自
分
の
口
を
使
っ

て
食
べ
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ド
ロ

ド
ロ
に
し
た
高
栄
養
の
食
材

を
チ
ュ

ー
ブ
で
流
し
込
む
と

か
、
点
滴
で
直
接
身
体
に
栄

養
を
入
れ
る
と
い
う
食
事
で

は
、
身
体
を
動
か
す
力
は
出

な
い
の
で
す
。

ヒ
ト
の
身
体
は
、
自
分
の

硬
く
て
丈
夫
な
歯
と
顎
の
筋

肉
を
使
っ

て
硬
い
物
か
ら
軟

ら
か
い
物
ま
で
噛
ん
で
飲
み

込
む
こ
と
が
出
来
て
、
日
常

の
活
動
が
出
来
る
よ
う
に
作

ら
れ
て
い
ま
す
。

歯
の
数
は
普
通
28
本
で
、
齢

と
共
に
抜
け
て
い
っ

て
も
20

本
残
せ
れ
ば
自
分
の
お
口
で

物
が
食
べ
ら
れ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
１
本
１
本
の
歯

を
大
事
に
し
て
顎
を
動
か
し

て
自
分
の
歯
で
食
べ
る
こ
と

が
、
自
立
し
た
健
康
生
活
を

送
る
条
件
に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
顎
の
運
動
は
脳

を
活
性
化
さ
せ
る
働
き
が
あ

り
認
知
症
予
防
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。
顎
を
動
か
し
食
事

を
楽
し
み
お
し
ゃ

べ
り
を
す

る
こ
と
は
、
健
康
長
寿
に
と

て
も
有
効
な
の
で
す
。

岩
下
歯
科
医
院（

榛
松）

院
長
　
岩
下
　
一
三

榛松三嶋神社大祭
10月 28日、第14回赤井ふるさと祭り（祭典委員長＝大栁祐一さん・実

行委員長＝関根和雄町会長）が開催された。
今年は思考を変え、第２公園に模擬店を出すなどして広い会場で賑やか

にゆったりと昼をとった。
写真左から、相馬晃重さん 萩原一寿県議、関根さん、飯塚孝行市議、

大栁さん、板橋智之県議、千葉正吾さん。

赤井ふるさと祭り

10月 21日、榛松の氏神様である三嶋神社（総代長＝石塚勝春さん）は大祭を開催した。峯ヶ岡八幡神社の宮本洋平神

職のもと、本殿並びに神輿の御霊入れ、浄め祓い等の神事が行われた。

今年も榛松中3年女子9人が担ぎ手で応援した。井川心さんは「肩や腰が痛かったけど、声を掛け合って頑張って楽
しかった」と。本田硫渚さんは「神輿はつらいと思っていたけど楽しかった。」宮原萌々子さんは「世代を超えて皆で担
ぎ最後までがんばれ嬉しかった」と。写真、前列右から高橋一實さん、飯塚孝行市議、山田忠町会長、宮本神職、石塚
さん、押田恒雄さん、関係者の皆さん。

10月 21日、共産党新郷地区後援会（会長＝川野辺勝義さん）の「皆でおしゃべり芋煮会」が同事務所で行われた。

村岡正嗣県議会議員、平川道也市議会議員候補を囲んで、山形出身「芋煮の芸術家」が監修の本格派芋煮を食べな

がら親睦を図った。写真中央村岡県議、左は平川さん、奥田智子さんと後援会の皆さん。

県議を囲んで芋煮会！

ピ
ン
ト
写
真
ク
ラ
ブ
新
郷（

会
長＝

粂
原
一
夫
さ
ん）

は
、
10
月
11
日
か
ら

14
日
ま
で
リ
リ
ア
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
、「

私
達
の
１
年
の
集
大
成
撮
影
技
術
の
向
上

を
目
指
し
て」
第
７
回
写
真
展
を
開
催
し
た
。

板
橋
智
之
県
議
も
鑑
賞
し
、「

ど
れ
も
素
晴
ら
し
い
作
品
ば
か
り
で
し
た
。
幾

つ
か
の
作
品
に
つ
い
て
質
問
を
す
る
と
撮
影
時
の
状
況
や
作
者
に
つ
い
て
満
面

の
笑
み
で
語
ら
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
趣
味
が
人
生
を
豊
か
に
す
る
事
は
間
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。
羨
ま
し
い
で
す」
と
。

写
真
前
列
左
か
ら
、
海
老
原
光
子
、
押
田
安
夫
、
岡
本
行
永
、
佐
々
木
量
、

後
列
左
か
ら
伊
東
光
男
、
粂
原
一
夫
、
板
橋
智
之
県
議
、
磯
野
則
行
、
長
谷
百

合
子
。（

敬
称
略）

赤
井
氷
川
神
社
に

街
灯
設
置

赤井氷川神社（総代長＝千葉正吾さん）は、この程、参道と境

内に計 6本のLEDの外套を取り付けた。

奉納者は、稲垣運輸倉庫（株）・川鈴（株）・ (有)稲垣タイヤ販

売・千葉建装（株）・西澤仮設（株）・西澤工業（株）。

総工費 37万円。工事は高田電機。

「防犯対策や賽銭泥棒などの為設置しました」と千葉さん。

写真展終わる
趣味が人生豊にする



平成３０年１０月末交通事故状況

県　 内　 　 　 　 　 武南警察署管内

人身事故 19,467 件（-1,795）     ６７９件（+６）

死者数   　 149 名（+7）         ５名（+１）

負傷者　 23,541 名（-2,483）     ７９１名（-１２）

物損事故119,534 件（+3,053）  ３,６２１件（+１７０）

平Ȇ30 年1031܆ 日 交通事Ԇ日ࠅ（カッコは前年対比）

２０１８年（平Ȇ３０年）１１２１܆日（水曜日）　（４）第２８１号 新　 郷　 新　 聞

夢
の
薬「

オ
プ
ジ
ー
ボ」

は
、

患
者
さ
ん
の
免
疫
反
応
を
活
性
化

さ
せ
て
が
ん
細
胞
を
攻
撃
さ
せ
る

治
療
法
で
す
。

人
間
に
は
体
内
に
異
物
や
異
変

が
あ
っ
た
場
合
、
自
然
治
癒
力
が

働
い
て
異
物
と
戦
い
・
排
除
し

て
も
と
の
正
常
な
か
た
ち
や
働

き
を
保
と
う
と
し
ま
す
。
こ
れ

が
生
体
防
御
反
応
と
い
わ
れ
る
も

の
で
す
。

こ
の
生
体
防
御
反
応
を
担
っ
て

い
る
細
胞
が
血
液
の
中
の
リ
ン
パ

球
と
異
物
を
食
べ
る
大
食
細
胞
と

呼
ば
れ
る
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
で
す
。　
　
　

体
内
の
異
物
を
処
理
す
る
マ
ク

ロ
フ
ァ

ー
ジ
の
働
き
を
活
発
に
す

る「

ル
ミ
ン」

と
い
う
細
胞
賦
活

用
薬
が
市
販
薬
に
あ
り
ま
す
。

①
マ
ク
ロ
フ
ァ

ー
ジ
は
、
外
か

ら
入
っ
た
異
物
を
排
除
す
る
作
用

を
高
め
る
働
き
が
あ
り
、
体
を
安

静
に
保
ち
ま
す
。

②
マ
ク
ロ
フ
ァ

ー
ジ
は
、
炎
症

を
取
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。
体
内

に
侵
入
し
た
細
菌
が
増
殖
し
始
め

る
と
、
化
膿
性
疾
患
が
起
こ
っ
て

き
ま
す
。
異
物
の
増
殖
を
知
る
と

マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
を
活
性
化
し
て
、

細
菌
を
排
除
す
る
機
能
が
働
い
て
、

同
時
に
損
傷
部
位
の
修
復
が
進
む

健
康
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

（254）

今
月
の
新
郷
句
楽
部

三
日
܆
に
Ĉ
掛
け
た
が
る
秋
の
虫
　
　
　
榛
松
　

相
沢
雅
乃

逝
き
し
子
の
ࠉ
か
す
め
た
り
今
日
の
܆
　
܆
本
郷
　
豊
後
ć
子

名
܆
に
言
Ј
अ
い
Ѕ
掌
す

本
蓮
　
太
ԇ
垣
登
志
乃

܆
अ
心
素
直
に
生
き
よ
母
の
声
　
　
　
　
芝
富
士
　
神
作
�
子

܆
影
や
Ј
ą
に
結
ぶ
̇
の
Ȉ
　
　
　
　
　
峯
　

山
ԇ
ࠆ
山
子

満
܆
を
待
ち
て
見
上
げ
る
今
宵
か
な
　
　
前
野
宿
　
森
ԇ
米
子

あ
と
が
き

今
月
も
沢
山
の
方
々
に
ご
協
力

を
賜
り
発
行
出
来
て
お
り
ま
す
。

榛
松
中
バ
ザ
ー
、
新
郷
公
民
館

文
化
祭
、
新
郷
南
小
学
校
の
星
空

教
室
は
12
月
号
で
掲
載
し
ま
す
。

今
年
も
残
り
少
な
く
な
り
ま
し

た
。
早
く
も
街
に
は
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ

ン
が
輝
き
、
忘
年
会
や
、
ク

リ
ス
マ
ス
商
戦
、
年
末
商
戦
に
と
、

慌
し
い
年
の
瀬
に
な
り
ま
す
。

交
通
事
故
等
気
を
付
け
て
お
過

ご
し
下
さ
い
。

次
号
は
12
月
19
日（

水）

発
行

で
す
。

福

इ

अ

会

プ

ラ

チ

ナ

婚

に

押

ԇ

夫

妻

高
橋
英
佑
君
参
加
の

水
球
ジ
ュ
ニ
ア

日
本
代
表
チ
ー
ム
優
勝

第
６
回
ア
ジ
ア
ジ
ュ

ニ
ア

選
手
権
が
10
月
24
日
か
ら
28

日
、
中
央
ア
ジ
ア
ウ
ズ
ベ
キ

ス
タ
ン
首
都
タ
シ
ュ

ケ
ン
ト

で
行
わ
れ
た
。

本
蓮
町
会
の
、
高
橋
英
佑

君（

19
歳）

は
、
水
球
の
部
で

日
本
代
表
13
人
に
選
ば
れ
た
。　

身
長
188
㎝
、
体
重
73
㎏
と

い
う
体
力
と
技
で
、
７
名
で

戦
う
レ
ギ
ュ

ラ
ー
選
手
と
し

て
、
大
き
な
成
果
を
上
げ
、

ど
の
チ
ー
ム
に
も
大
差
で
５

戦
全
勝
し
、
優
勝
に
及
ん
だ
。

東
本
郷
小
１
年
か
ら
新
郷

10
月
20
日
、
第
37
回
川
口

市
社
会
福
祉
大
会（

会
長＝

奥
ノ
木
信
夫
川
口
市
長）

が

リ
リ
ア
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
た
。
今
年
度
よ
り
結

婚
70
年
目
を
迎
え
た
夫
妻
に

プ
ラ
チ
ナ
婚
賀
詞
が
設
け
ら

れ
市
内
３
組
に
贈
呈
さ
れ
た
。

新
郷
地
区
の
受
賞
者
は
次

の
通
り
。

🔶

プ
ラ
チ
ナ
婚＝

押
田
金

蔵
・
さ
き（

東
本
郷）

🔶

ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
婚＝

大
武
四

郎
・
ノ
ブ（

峯）

佐
藤
弘
・

り
き（

榛
松）

石
塚

敏
雄
・
靜
子（

江

戸）
🔶

金

婚

賀

詞＝

遠
山
秀
男
・

千
枝
子
、
佐
藤
正

昭
・
紀
子
、
今
井

孝
行
・
美
枝
子
、
木

嶋
安
治
・
和
江
、
土

屋
壽
司
・
フ
サ
子
、

平
野
功
・
歌
津
江
、

横
山
大
三
郎
・
宣

  
 

子（

赤
井）

笹
原
勉
・
美
代

子
、
前
川
英
敏
・
淳
子
、
及

川
紀
男
・
ヨ
ネ
子（

東
本
郷）

井
田
正
男
・
マ
ト（

蓮
沼）

吉
本
靖
博
・
和
子
、
杉
本
勝

治
・
章
子
、
植
野
正
男
・
チ

サ（

前
野
宿）

高
橋
正
義
・

照
代
、
澁
谷
昌
己
・
蓉
子（

大

竹）

泉
田
實
・
慶
子（

峯）

高

砂
和
男
・
郁
子
、
山
平
靖
男
・

梅
子
、
清
水
寿
人
・
ノ
ブ
イ
、

稲
葉
榮
・
愛
子（

新
堀
町）

青
木
友
衛
・
千
賀
代
、
倉
島

幸
則
・
一
枝（

榛
松）

。

🔶

表
彰
状
受
賞
者＝

武
田
末

吉（

東
本
郷）

新
藤
行
子

（

峯）
🔶

感
謝
状
受
賞
者＝

川

口
佛
教
会
会
長
・
小
堤
孝
雄

（

東
本
郷）

川
口
市
歌
謡
連
盟

（

峯）

、
有
限
会
社
宝
亀
園
代
表

取
締
役
・
小
野
寺
孝
行（

峯）

川
口
板
金
株
式
会
社
代
表
取

締
役
・
久
保
木
秀
樹（

江
戸

た
め
化
膿
性
疾
患
に
効
果
的
で
す
。

③
マ
ク
ロ
フ
ァ

ー
ジ
は
、
体
質

改
善
を
す
る
働
き
が
あ
り
、
体
か

ら
異
物
が
排
除
さ
れ
て
く
る
と
、
恒

常
性
機
能
の
中
枢
で
あ
る
自
律
神

経
系
、
免
疫
系
、
内
分
泌
系（

ホ

ル
モ
ン
系）

が
強
化
及
び
調
整
さ

れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
体
の
内
臓

機
能
の
働
き
が
と
て
も
良
く
な

り
ま
す
。
免
疫
系
が
強
化
・
調

整
さ
れ
る
か
ら
ア
レ
ル
ギ
ー
疾

患（

ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
、
ア
ト

ピ
ー
性
皮
膚
疾
患
、
ぜ
ん
そ
く
、

関
節
リ
ュ
ウ
マ
チ
な
ど）

の
体
質

改
善
に
効
果
的
で
す
。

ル
ミ
ン
の
働
き
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

の
解
明
は
１
９
８
９
年
で
し
た
。
　
　
　
　

保
険
薬
剤
師

中
山

久
仁
夫

市
販
薬
の
夢
の
薬「

ル
ミ
ン」

ス
ポ
ー
ツ
の
記
録

袋）

。（

敬
称
略）

。

写
真
は
プ
ラ
チ
ナ
婚
の
押

田
夫
妻
と
お
祝
い
に
駆
け
付

け
た
板
橋
智
之
県
議
。

押
田
さ
ん
は「

歳
は
ど
ん

ど
ん
と
る
が
、
気
持
ち
は
変

わ
ら
な
い
。
家
族
に
恵
ま
れ
、

苦
労
な
く
の
ん
き
に
生
き
て

い
る
の
で
、
長
生
き
で
き
て

い
る」

と
ほ
ほ
笑
む
。

板
橋
智
之
県
議
は「

押
田

ご
夫
妻
は
、
私
達
夫
婦
の
仲

人
で
あ
り
日
頃
か
ら
ご
指
導

ご
鞭
撻
も
賜
っ

て
お
り
、
プ

ラ
チ
ナ
婚
を
迎
え
ら
れ
た
事

に
心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
上

げ
る
と
共
に
、
と
て
も
嬉
し

く
思
っ

て
お
り
ま
す
。
そ
れ

に
し
て
も
70
周
年
は
凄
す
ぎ

ま
す」

と
、
お
祝
い
の
感
想

を
語
っ
た
。

写
真
は
、
押
田
さ
ん
宅
の

庭
で
。
左
は
板
橋
県
議
。

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
水
球

を
は
じ
め
、
榛
松
中
・
秀
明

栄
光
を
卒
業
し
、
現
在
中
央

大
学
１
年
生
。

「

２
０
２
４
年
の
パ
リ
オ

リ
ン
ピ
ッ

ク
を
目
指
し
頑
張

り
ま
す」

と
英
佑
君
。

彼
は
、
ス
ー
パ
ー
そ
う
ま

す
社
長
＆
東
本
郷
商
店
会
会

長
の
高
橋
克
彰
さ
ん
の
３
男
。　
　

「

日
本
チ
ー
ム
が
こ
ん
な

に
強
い
と
は
驚
き
ま
し
た
。
よ

く
頑
張
っ

て
く
れ
て
い
ま
す」

と
お
父
さ
ん
。

喜びの高橋君

ふ
れ
あ
い
ク
リ
ス
マ
ス

コ
ン
サ
ー
ト

◇
日＝

12
月
１
日（

土）

◇
時＝

18：

30
開
演

◇
所＝

戸
塚
公
民
館

◇
内
容＝

オ
ペ
ラ
仮
面
舞
踏

会
・
フ
ィ

ガ
ロ
の
結
婚
等

◇
入
場
料＝

大
人
千
円

◇
問＝

０
４
８（

２
９
５）

１
８
０
８
戸
塚
公
民
館

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
演
奏
会

◇
日＝

12
月
８
日（

土）

◇
時＝

15：

30
開
演

◇
所＝

新
郷
公
民
館

◇
入
場
無
料

◇
問＝
０
８
０（

１
０
４
２）

９
１
２
３

桑
原

大
人
の
乙
女
の
コ
ー
ラ
ス
隊

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

◇
日＝

12
月
15
日（

土）

◇
時＝

14：

00
開
演

◇
所＝

ス
タ
ジ
オ
カ
ル
ー
ソ

川
口
市
里
１
０
２
０

◇
内
容＝

第
九
他

◇
入
場
料＝

一
般
２
千
円

◇
問＝

０
５
０（

８
８
８
５）

８
８
７
３
　
金
刺

「

演
歌
街
道
お
ん
な
旅
・
女

と
酒
・
別
れ
て
津
軽」

な
ど

を
熱
唱
す
る
、
演
歌
歌
手
の

山
脇
い
ず
み
さ
ん
が
、
新
郷

新
聞
広
告
御
協
力
店
の
、
川

口
市
新
井
宿
に
あ
る
歌
え
る

居
酒
屋「

も
み
じ」

を
訪
問

し
た
。

11
月
17
日
、
江
戸
袋
の
ミ

ュ

ー
ジ
ッ

ク
ホ
ー
ル
ほ
ん
ざ

き
で
開
催
さ
れ
る「

川
口
異

業
種
交
流
会」

の
ゲ
ス
ト
と

し
て
出
演
し
ま
す
。

写
真
左
か
ら
、
も
み
じ
マ

マ
の
七
瀬
怜
子
さ
ん
、
山
脇

い
ず
み
さ
ん
。

山
脇
い
ず
み
さ
ん

「

も
み
じ」
を
訪
問

新
郷
連
合
ゴ
ル
フ
大
会

11
月
７
日
、
第
24
回
新
郷
連
合

ゴ
ル
フ
大
会（

会
長＝

大
栁
祐
一

さ
ん）

が
宇
都
宮
カ
ン
ト
リ
ー
ク

ラ
ブ
で
開
催
さ
れ
た
。
参
加
者
70

名
の
成
績
は
次
の
通
り
。

🔶

個
人
の
部
▽
優
勝＝

平
林
伸

介（

南）

▽
準
優
勝＝

石
塚
照
久

（

榛
松）

３
位＝

山
﨑
一
夫（

南）

▽
ベ
ス
グ
ロ
男
子=

萱
場
茂
・
女

子＝

萱
場
千
恵
子
。

🔶

団
体
の
部
▽
優
勝＝

南
町
会

（

代
表＝

渡
辺
秀
夫）

▽
準
優

勝＝

本
蓮
町
会（

代
表＝

中
里
貞

治）

▽
３
位＝

榛
松
町
会（

代

表＝

押
田
恒
雄
。（

敬
称
略）

Ｔ
Ｂ
Ｇ
研
修
大
会

10
月
20
日
石
岡
市「

ふ
れ
あ
い

の
里」

Ｔ
Ｂ
Ｇ
コ
ー
ス
に
て
新
郷

Ｔ
Ｂ
Ｇ
連
合
会
役
員
研
修
大
会
を

開
催
し
た
。

成
績
は
次
の
通
り
。

🔶

個
人
戦
▽
優
勝＝

片
野
慎
一

（

榛
松）

▽
２
位＝

種
子
勇
美

（

峯
栄
会）

▽
３
位＝

徳
重
孝
志

（

川
口
峯）

▽
４
位＝

及
川
功

（

峯
栄
会）

▽
５
位＝

石
塚
春
夫

（

榛
松）

▽
ベ
ス
グ
ロ＝

種
子
勇

美（

峯
栄
会）

。
　（

敬
称
略）

新
郷
グ
ラ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会

11
月
８
日
、
37
回
新
郷
グ
ラ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会（

会
長＝

鈴
木

歳
男
さ
ん）

が
新
郷
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。
参
加
者

115
名
で
成
績
は
次
の
通
り
。

🔶
男
子
▽
優
勝＝

蓮
沼
冨
久
雄

（

高
畑）

▽
準
優
勝＝

伏
木
孝

（

本
蓮）
▽
３
位＝

澤
田
俊
雄

（

榛
松）

。

🔶

女
子
▽
優
勝＝
飯
塚
初
枝

（

高
畑）

▽
準
優
勝＝
原
カ
ツ
子

（

赤
井）

▽
３
位＝

高
橋
テ
ル
子

（

榛
松）

。（

敬
称
略）

川
口
市
老
連

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

10
月
11
日
、
平
成
30
年
度
川
口

市
老
連（

会
長＝

高
橋
義
一
さ
ん）

秋
季
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
が
上
根
グ

ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
た
。

参
加
者
378
名
で
、
成
績
は
次
の

通
り
。

▽
優
勝＝

押
田
恒
雄（

新
郷）

▽

準
優
勝＝

中
村
哲
雄（

戸
塚）

▽

３
位＝

矢
作
福
男（

上
根
第
１）

。

（

敬
称
略）


